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北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
滝
川

工
場
は
、
太
平
洋
戦
争
前
後
に
存
在

し
た
化
学
工
場
で
す
。

　

昭
和
12
年
７
月
、
日
中
戦
争
が
勃

発
し
、
戦
線
の
拡
大
に
つ
れ
、
石
油

資
源
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
り
ま
し

た
。資
源
の
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
、

石
油
の
自
給
自
足
は
長
期
に
わ
た
る

戦
争
政
策
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
策
と
し
て
、
石
炭
か
ら

石
油
を
造
る「
人
造
石
油
」の
製
造
に

向
け
た
動
き
が
加
速
し
ま
す
。

　

昭
和
13
年
７
月
、
北
海
道
長
官
よ

り
滝
川
が
人
造
石
油
工
場
の
適
地
に

内
定
し
た
と
の
通
知
を
受
け
た
滝
川

町
長
・
神か

ん
べ
た
め
ぞ
う

部
為
蔵
は
、
迅
速
か
つ
極

秘
裏
に
地
主
と
土
地
買
収
の
交
渉
を

行
い
、
わ
ず
か
２
日
間
で
広
大
な
用

地
買
収
を
成
功
さ
せ
ま
す
。

　

そ
う
し
て
現
在
の
陸
上
自
衛
隊
滝

川
駐
屯
地
付
近
に
、
ド
イ
ツ
人
技

師
の
指
導
の
も
と
、
工
場
や
研
究

所
、
社
宅
等
が
昼
夜
を
問
わ
ず
建

設
さ
れ
、
滝
川
の
市
街
は
飛
躍
的

に
活
気
に
満
ち
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
16
年
６
月
、
コ
ー
ク
ス
炉

の
火
入
れ
が
行
わ
れ
、
翌
17
年
に

は
人
造
石
油
の
運
転
を
開
始
、
最

初
の
産
油
に
成
功
し
ま
す
。
以
来

順
調
な
操
業
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
昭
和
20
年
８
月
15
日

の
終
戦
に
よ
っ
て
、
事
業
方
針
を

根
本
的
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
く

な
り
、
同
年
10
月
、
人
造
石
油
の

生
産
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
軍
事
機
密
の
た
め
詳
細

は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭

和
17
年
の
初
出
荷
か
ら
、
昭
和
20

年
の
操
業
停
止
ま
で
に
滝
川
工
場

で
製
造
さ
れ
た
人
造
石
油
は
、
約

３
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

■工場敷地面積
　158ヘクタール
■従業員数
　最盛期で2,000人以上
　※昭和19年当時の人員構成　　
　　事務職213人、技術職959人　
　　（技術職内訳：大学卒15人、
　　専門学校卒53人、旧制中等卒
　　168人、男子工員723人）
■勤務体制
　24時間３交代制
■工場施設・装置 
　原料ガス製造工場、石油合成装
　置、　凝縮・分溜装置、イソオク
　タン製造工場、配合ディーゼル
　油工場
■製造物
　合成油のほか副産物としてベン
　ゾール、ピッチ、クレオソート、
　ナフタリン、硫安、パラフィン、
　カーボンブラック

東洋一の人造石油滝川工場

昭　　　　和 大正 人
造
石
油
滝
川
工
場  

関
連
年
表

27年 21年 20年 17年 16年 15年 14年 13年 11年 10年 14年
滝
川
化
学
工
業
株
式
会
社
が

倒
産

滝
川
化
学
工
業
株
式
会
社
を
設

立
し
再
出
発

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
に
よ
り
操
業
停

止 人
造
石
油
合
成
へ
の
試
運
転
操

業
開
始
、
12
月
初
出
荷

コ
ー
ク
ス
炉
に
火
入
れ

滝
川
研
究
所
開
設

滝
川
工
場
建
設
が
始
ま
る

北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
設

立 工
場
地
内
定
を
受
け
神
部
町
長

が
地
主
と
買
収
交
渉

三
井
物
産
と
ル
ア
ー
・
ヘ
ミ
ー

社
間
で
Ｆ
Ｔ
法
技
術
導
入
オ
プ

シ
ョ
ン
契
約
が
成
立

三
井
鉱
山
の
研
究
所
で
Ｆ
Ｔ

法
の
実
験
に
成
功

ド
イ
ツ
で
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・

ト
ロ
プ
シ
ュ
（
以
下「
Ｆ
Ｔ
」）

法
が
特
許
申
請
さ
れ
る

　

石
油
資
源
に
乏
し
い
日
本
が
本
格

的
に
燃
料
対
策
の
調
査
・
審
議
を
始

め
た
の
は
大
正
末
期
か
ら
で
、以
後
、

太
平
洋
戦
争
に
至
る
約
20
年
間
、
液

体
燃
料
の
確
保
に
向
け
た
政
策
が
国

の
重
要
課
題
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
に
至
る
約
４
年
間
は
、
石
油
代
用

燃
料
工
業
の
確
立
を
目
的
と
し
て
法

整
備
が
進
み
、
液
体
燃
料
の
50
％
を

人
造
石
油
で
賄
お
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
人
造
石
油
工
場
は
国
内

や
旧
満
州
な
ど
18
か
所
に
建
設
さ

れ
、
最
盛
期
で
年
間
約
20
万
ト
ン
を

製
造
し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
生
産
量
は
、
当
時
日
本

の
年
間
石
油
需
要
量
の
６
・
８
％
に

　

終
戦
に
伴
い
、
軍
需
工
場
と
し
て

の
意
義
は
失
わ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令

に
よ
り
、
人
造
石
油
の
製
造
は
中
止

し
ま
し
た
。

　

昭
和
21
年
、平
和
産
業
に
転
換
し
、

滝
川
化
学
工
業
株
式
会
社
と
し
て
再

出
発
し
ま
す
。
培
っ
た
技
術
を
生
か

し
、
人
造
石
油
製
造
過
程
か
ら
生
成

さ
れ
た
、
コ
ー
ク
ス
や
コ
ー
ル
タ
ー

ル
、
ナ
フ
タ
リ
ン
な
ど
の
副
産
物
を

製
品
と
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
、
東

洋
高
圧
砂
川
工
場
へ
ガ
ス
を
送
気
す

る
な
ど
の
事
業
も
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
巨
大
な
施
設
を
民
間
企
業
と

し
て
維
持
す
る
に
は
負
担
が
大
き
過

ぎ
た
た
め
、
昭
和
27
年
６
月
、
多
額

の
赤
字
を
残
し
倒
産
し
ま
し
た
。

▲左から２人目

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
人
造
石
油
を
語
る
う
え

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
二
代

目
社
長
の
渡
邊
四
郎
氏
の
存
在
で

す
。

　

昭
和
10
年
当
時
、
三
井
物
産
の
石

炭
部
長
だ
っ
た
渡
邊
氏
は
、
ド
イ
ツ

の
雑
誌
で
Ｆ
Ｔ
法
工
業
化
の
記
事
を

見
つ
け
、
真
っ
先
に
北
海
道
の
石
炭

を
原
料
と
し
て
人
造
石
油
を
製
造
す

る
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
国
難
打

開
は
も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
の
開
発
に

役
立
て
る
と
…
。
そ
こ
で
い
ち
早
く

ド
イ
ツ
に
渡
り
、
翌
年
に
は
Ｆ
Ｔ
法

の
技
術
導
入
権
利
を
買
い
取
っ
た
の

で
す
。

　

ま
た
、
工
場
建
設
に
対
し
強
い
理

念
や
情
熱
を
持
ち
、
さ
ら
に
社
員
を

慈
し
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
こ
の
人
の

も
と
に
こ
そ
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ

た
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
造
石
油
の
第
一
工
場
が
滝
川
に

立
地
し
た
経
過
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
渡
邊
氏
は
の
ち
に
人
造

石
油
工
場
建
設
の
立
地
条
件
と
し

て
、
次
の
３
つ
を
挙
げ
ま
し
た
。

①
原
料
で
あ
る
石
炭
の
質
お
よ
び

　
量
に
対
す
る
適
応
性

　
日
本
最
大
の
炭
田
は
、
北
部
の
空

知
炭
田（
赤
平
、
芦
別
、
砂
川
、
歌

志
内
、
上
砂
川
等
）、
南
部
の
夕
張

炭
田（
幌
内
、
夕
張
、
真
谷
地
、
南

大
夕
張
等
）か
ら
な
る
石
狩
炭
田
で
、

国
内
で
も
良
質
な
原
料
炭
が
採
れ
、

こ
う
し
た
産
炭
地
に
近
接
し
た
滝
川

は
立
地
的
に
適
応
し
て
い
ま
し
た
。

②
用
水
の
質
と
量
の
問
題

③
候
補
地
の
交
通
運
輸
の
利
便
性

　

つ
ま
り
、
①
～
③
の
条
件
検
討
の

結
果
、
滝
川
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
流
域
面
積
全
国
２
位
、
長
さ
全
国

３
位
と
、
日
本
三
大
河
川
の
う
ち
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
豊
か
な
水

源
で
あ
る
石
狩
川
に
面
す
る
滝
川

は
、
工
業
用
水
を
確
保
す
る
の
に
最

適
で
し
た
。

▼前列中央

　

滝
川
は
、
陸
路
と
鉄
路
の
要
衝
で

特 

集

あ
り
、
資
材
の

供
給
や
産
炭

地
か
ら
の
石

炭
を
は
じ
め

と
す
る
物
資

の
輸
送
に
高

い
利
便
性
が

あ
り
ま
し
た
。


